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によって、現在のコレオグラフィーの作品が形成されていく過程が詳細に描かれていることである。こ
このことによって、本論文は、単なるベルの作品研究ではなく、21世紀初頭に行われた舞台芸術、身体
芸術の実践の現状を記録した一級の資料として評価することができる。 
 またこうした資料性の高さに加えて、後期近代、あるいはポストモダン的な芸術の発展の中で生まれ
つつある脱権威主義的／脱中心的／分散的な振付実践、具体的には参加者の自主性や上演されるローカ
ルな文脈からの相互作用をコレオグラフィーに組み込もうとする「ポスト・コレオグラフィー」の実践
を新たに歴史の中に文脈化し、理論化することに成功しており、今後のパフォーマンス研究やコレオグ
ラフィー研究の重要な参照点となる研究としても位置づけることができるだろう。 
 基本的な文化理論の概念や位置づけ、コレオグラフィーの歴史の理解にやや不明な点があること、ま
た本論文の重要なコンセプトである「身体のノイズ」という概念の構築にいくぶん不十分な部分も見ら
れ、学位論文でもこうした点についての質疑応答が行われたが十分に満足がいく回答が得られた。 
 以上をもって、本論文を博士号授与にふさわしい優れた論文と評価する 
